
回 答 書 
 

令 和 ４ 年 1 2 月 ９ 日 
 

契約件名  保土ケ谷公会堂屋上防水修繕 
 
上記件名にかかる仕様（設計）書の内容等について、次のとおり回答します。 

項目 質 問 内 容 回答 
仕様書 仕様書の現況写真によると、現在、立上

り部分の塩ビシートめくれ部の下が、ア

スファルト露出防水と見受けられます。 
アスファルト露出防水の上に、塩ビシー

トの密着工法は施工不可能です。 
 
既存塩ビシート不良部の撤去をし、下の

アスファルト露出防水を撤去、仮防水、

下地調整を行い、塩ビシート防水密着工

法を施工すると考えてよいでしょうか？ 
確認のため、建築時または、改修時の図

面をお示しください。 
 

アスファルト露出防水はありませんので

撤去は不要です。仕様書のとおり、設置

にあたり必要な処理をお願いします。 
 
参考に屋上防水改修をした時の図面を添

付しましたので御確認ください。 

仕様書（2） 
 

工事時に、材料荷揚げ及び撤去材の荷降

し用足場、ラフタークレーン等が必要だ

と思われます。 
荷揚げ降しについて、どのようにお考え

でしょうか？ 
 

荷揚げ降しについて、足場の設置が必要

です。小型電動クレーン等の使用は想定

されますが、クレーン等特殊車の使用は

想定していません。 

仕様書（2） 資材運搬の際のエレベーターの使用の有

無 
作業時の作業員のエレベーターの使用の

有無 

エレベーターが無いため、階段又は足場

にて資材運搬及び作業員の移動等お願い

します。 
 
 

仕様書（2） 産業廃棄物の一時保管場所の有無 
作業時の駐車スペースの有無 

産業廃棄物保管場所・駐車スペースの確

保が可能です。施設と場所について調整

をお願いします。 
仕様書（2） 作業時の電気、水道の無償提供の有無 電気・水道の提供が可能です。使用方法

等は施設と調整をお願いします。 

内訳書 塩ビシートの厚みは何㎜仕様か？ 図面のとおり厚さ 2.0 ㎜仕様です。 

 



工事名

図  面
番  号

課  長 係  長 所  長 設　　　計　　　者

年月日

横浜設計事務所株式
会社

縮  尺

係　員

横浜市まちづくり調整局

局　長 部　長

屋根、屋上防水改修 現況・解体撤去詳細図 屋根、屋上防水改修 改修詳細図

Ｈ２０・８

屋根・屋上防水改修詳細図 1:20  1:10Ａ－33

保土ケ谷図書館・保土ケ谷公会堂耐震補強工事
（建築工事）

竣工図

新設２重ドレイン

新設塩ビシート防水

新設下地調整モルタル

既設ドレイン

既設アスファルト防水

既設押えコンクリート

２重ドレイン詳細図

既設ドレイン

既設アスファルト露出防水

既設ポリスチレン断熱材
新設塩ビシート防水

２重ドレイン詳細図

新設重ね貼り用２重ドレイン

笠木：モルタル金鏝補修の上ウレタン系塗膜防水

シーリング：ポリサルファイド系10×10

アルミ防水押え金物,専用水切金物

立上り：下地補修の上塩ビシート防水立上げ

排水溝廻り防水下地：モルタル金鏝

笠木：モルタル金鏝補修の上ウレタン系塗膜防水

外壁：磁器質小口タイル貼り

屏風曲り役物タイル貼り

笠木：防水モルタル金鏝

コンクリート打放し補修複層仕上塗材吹付

屏風曲り役物タイル貼り
現況のまま

現況のまま
外壁：磁器質小口タイル貼り

腰壁：現況のまま

笠木：既存モルタルケレンの上ウレタン系塗膜防水

アルミ専用水切金物

屋根改修：一般屋根・屋上仕様に準ず屋根：一般屋根・屋上仕様に準ず

立上り：モルタル金鏝　撤去
コーキング：ポリサルファイド系

10×20
立上り：モルタル金鏝　撤去

屋根：一般屋根・屋上仕様に準ず 屋根改修：一般屋根・屋上仕様に準ず

アルミ専用水切金物

コーキング：ポリサルファイド系 10×20
笠木：防水モルタル金鏝　撤去

笠木：防水モルタル金鏝　撤去

１階和室、会議室屋根部分 現況・撤去詳細図　1:20 ３階倉庫(Ｊ)・(Ｋ)屋根部分 現況・撤去詳細図　1:20

屋根：一般屋根・屋上仕様に準ず

屏風曲り役物タイル貼り

外壁：磁器質小口タイル貼り

水上

水下

笠木：防水モルタル金鏝　撤去

屏風曲り役物タイル貼り

外壁：磁器質小口タイル貼り

現況のまま

現況のまま

屋根改修：一般屋根・屋上仕様に準ず

公会堂ファンルーム屋根部分 現況・撤去詳細図　1:20

笠木：防水モルタル金鏝 撤去

立上り：防水モルタル金鏝 撤去

笠木：防水モルタル金鏝 撤去

水上

水下

ウレタン系塗膜防水

笠木：既存モルタル撤去、ケレン,サンダー掛補修の上

１階和室、会議室屋根部分 改修詳細図－Ｂ（Ｐ０Ｓ工法に準ず）　1:20 ３階倉庫(Ｊ)・(Ｋ)屋根部分 改修詳細図－Ｃ（Ｐ０Ｓ工法に準ず）　1:20

立上り防水層、押えコンクリート打 撤去

公会堂ファンルーム屋根部分 改修詳細図－Ｅ（Ｐ０Ｓ工法に準ず）　1:20

シーリング
シーリンク打替え

シーリンク打替え：

ポリウレタン系10×20

ポリウレタン系10×20

シーリング

シーリング

ポリウレタン系10×20
シーリンク打替え：

排水溝廻り：防水モルタル金鏝　撤去

ウレタン系塗膜防水
笠木：モルタル金鏝補修の上

排水溝廻り防水下地：モルタル金鏝

立上り防水押えブロック：撤去

立上り防水押えブロック：撤去

笠木：モルタル金鏝補修の上ウレタン系塗膜防水

排水溝廻り：防水モルタル金鏝 撤去
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外壁：磁器質小口タイル貼り

屏風曲り役物タイル貼り

外壁：磁器質小口タイル貼り

外壁：磁器質小口タイル貼り
現況のまま

立上り：モルタル金鏝
撤去

シーリング：ポリサルファイド系10×10

屋根・屋上一般部 現況・撤去詳細図　1:10

立上り：防水モルタル金鏝　撤去

笠木：防水モルタル金鏝　撤去

外壁：磁器質小口タイル貼り

屏風曲り役物タイル貼り

外壁：磁器質小口タイル貼り

屏風曲り役物タイル貼り

厚25発泡ポリスチレン断熱材:現況のまま

アルミ専用水切金物

アルミ防水押え金物

厚25発泡ポリスチレン断熱材

コーキング：撤去

厚25発泡ポリスチレン断熱材：撤去

公会堂客席・ステージ屋根 現況・撤去詳細図　1:10  1:20

厚20均しモルタル金鏝

厚60軽量コンクリート打

Ｖ型デッキプレート

笠木：防水モルタル金鏝 撤去

シーリング：ポリサルファイド系10×20

立上り部アスファルト露出防水シルバー塗装：撤去

アスファルト露出防水シルバー塗装

厚25発泡ポリスチレン断熱材

立上り部厚2.0塩ビシート防水

厚2.0塩ビシート防水(非歩行用・機械固定工法S-M2) 新設

公会堂客席・ステージ屋根 改修詳細図－Ｄ（Ｍ４Ｓ工法）　1:10  1:20

現況のまま

アスファルト露出防水シルバー塗装

厚20均しモルタル金鏝

厚60軽量コンクリート打

Ｖ型デッキプレート

厚25発泡ポリスチレン断熱材

脱気装置付

現況のまま

屋根・屋上一般部 改修詳細図ーＡ（Ｐ０Ｓ工法に準ず）　1:10

笠木：下地調整モルタル金鏝の上ウレタン系塗膜防水

防水押えブロック撤去

アスファルト防水層

厚30発泡ポリスチレン断熱材

コンクリート直押え

現況のまま

厚80防水押え軽量コンクリート打

＋アスファルトコンパンド 撤去
伸縮目地：厚20成型プラスチック目地材 現況のまま

笠木：防水モルタル金鏝　撤去

防水押えブロック撤去

コーキング：ポリサルファイド系
10×20

アルミ専用水切金物

笠木：モルタル金鏝補修の上ウレタン系塗膜防水

排水溝廻り防水下地：モルタル金鏝

伸縮目地：頂部ポリマーセメントモルタル充填
20×20

シーリング打替え：
ポリサルファイド系10×10

笠木：モルタル金鏝補修の上
ウレタン系塗膜防水

※既存防水押えコンクリートのクラック部はポリマーセメントモルタル充填補修とする

アスファルト防水層

厚30発泡ポリスチレン断熱材

コンクリート直押え

現況のまま

厚2.0塩ビシート防水(歩行用・機械固定工法S-M2)

SUS製脱気筒H150新設(１箇所／50㎡)

防水下地ケレン清掃

厚80防水押え軽量コンクリート打
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工事名

図  面
番  号

課  長 係  長 所  長 設　　　計　　　者

年月日

横浜設計事務所株式
会社

縮  尺

係　員

横浜市まちづくり調整局

局　長 部　長
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立上り：モルタル金鏝
撤去

シーリング：ポリサルファイド系10×10

屋根・屋上一般部 現況・撤去詳細図　1:10
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外壁：磁器質小口タイル貼り

屏風曲り役物タイル貼り

笠木：防水モルタル金鏝

コンクリート打放し補修複層仕上塗材吹付
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外壁：磁器質小口タイル貼り

腰壁：現況のまま

笠木：既存モルタルケレンの上ウレタン系塗膜防水

アルミ専用水切金物

屋根改修：一般屋根・屋上仕様に準ず屋根：一般屋根・屋上仕様に準ず
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180 150 150 200

3
5
5

2
5

5
0
0

屋根改修：一般屋根・屋上仕様に準ず

アルミ専用水切金物

コーキング：ポリサルファイド系 10×20

立上り：防水モルタル金鏝　撤去

笠木：防水モルタル金鏝　撤去

笠木：防水モルタル金鏝　撤去

笠木：防水モルタル金鏝　撤去

１階和室、会議室屋根部分 現況・撤去詳細図　1:20 ３階倉庫(Ｊ)・(Ｋ)屋根部分 現況・撤去詳細図　1:20
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厚25発泡ポリスチレン断熱材:現況のまま

アルミ専用水切金物

アルミ防水押え金物

厚25発泡ポリスチレン断熱材

コーキング：撤去

厚25発泡ポリスチレン断熱材：撤去

屋根、屋上防水改修 現況・解体撤去詳細図 屋根、屋上防水改修 改修詳細図

Ｈ２０・８

屋根・屋上防水改修詳細図 1:20  1:10
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1
,
0
0
0 150 150 135

150 200

350
1
2
0
2
5

水上

水下

8
2
0
～

4
7
0

200 150笠木：防水モルタル金鏝　撤去

公会堂客席・ステージ屋根 現況・撤去詳細図　1:10  1:20
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笠木：防水モルタル金鏝 撤去

シーリング：ポリサルファイド系10×20

屋根改修：一般屋根・屋上仕様に準ず

公会堂ファンルーム屋根部分 現況・撤去詳細図　1:20

笠木：防水モルタル金鏝 撤去

立上り：防水モルタル金鏝 撤去

笠木：防水モルタル金鏝 撤去

立上り部アスファルト露出防水シルバー塗装：撤去

アスファルト露出防水シルバー塗装

厚25発泡ポリスチレン断熱材

立上り部厚2.0塩ビシート防水

厚2.0塩ビシート防水(非歩行用・機械固定工法S-M2) 新設

公会堂客席・ステージ屋根 改修詳細図－Ｄ（Ｍ４Ｓ工法）　1:10  1:20
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屋根・屋上一般部 改修詳細図ーＡ（Ｐ０Ｓ工法に準ず）　1:10
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１階和室、会議室屋根部分 改修詳細図－Ｂ（Ｐ０Ｓ工法に準ず）　1:20 ３階倉庫(Ｊ)・(Ｋ)屋根部分 改修詳細図－Ｃ（Ｐ０Ｓ工法に準ず）　1:20

立上り防水層、押えコンクリート打 撤去

公会堂ファンルーム屋根部分 改修詳細図－Ｅ（Ｐ０Ｓ工法に準ず）　1:20

新設２重ドレイン

新設塩ビシート防水

新設下地調整モルタル

既設ドレイン

既設アスファルト防水

既設押えコンクリート

２重ドレイン詳細図

既設ドレイン

既設アスファルト露出防水

既設ポリスチレン断熱材
新設塩ビシート防水

２重ドレイン詳細図

笠木：下地調整モルタル金鏝の上ウレタン系塗膜防水

新設重ね貼り用２重ドレイン

Ａ－33

シーリング
シーリンク打替え

シーリンク打替え：

ポリウレタン系10×20

ポリウレタン系10×20

シーリング

シーリング

ポリウレタン系10×20
シーリンク打替え：

保土ケ谷図書館・保土ケ谷公会堂耐震補強工事
（建築工事）

300 300 150

防水押えブロック撤去

アスファルト防水層

厚30発泡ポリスチレン断熱材

コンクリート直押え

現況のまま

厚80防水押え軽量コンクリート打

＋アスファルトコンパンド 撤去
伸縮目地：厚20成型プラスチック目地材 現況のまま

笠木：防水モルタル金鏝　撤去

防水押えブロック撤去

150
450 300 150

コーキング：ポリサルファイド系
10×20

アルミ専用水切金物

笠木：モルタル金鏝補修の上ウレタン系塗膜防水

排水溝廻り防水下地：モルタル金鏝

伸縮目地：頂部ポリマーセメントモルタル充填
20×20

1
2
0

2
5

4
2
0

シーリング打替え：
ポリサルファイド系10×10

笠木：モルタル金鏝補修の上
ウレタン系塗膜防水

※既存防水押えコンクリートのクラック部はポリマーセメントモルタル充填補修とする

アスファルト防水層

厚30発泡ポリスチレン断熱材

コンクリート直押え

現況のまま

厚2.0塩ビシート防水(歩行用・機械固定工法S-M2)

SUS製脱気筒H150新設(１箇所／50㎡)

防水下地ケレン清掃

厚80防水押え軽量コンクリート打

150300 150
排水溝廻り：防水モルタル金鏝　撤去

ウレタン系塗膜防水
笠木：モルタル金鏝補修の上

排水溝廻り防水下地：モルタル金鏝 300 300150

立上り防水押えブロック：撤去

立上り防水押えブロック：撤去

笠木：モルタル金鏝補修の上ウレタン系塗膜防水

排水溝廻り：防水モルタル金鏝 撤去

笠木：モルタル金鏝補修の上ウレタン系塗膜防水

シーリング：ポリサルファイド系10×10

アルミ防水押え金物,専用水切金物

立上り：下地補修の上塩ビシート防水立上げ

排水溝廻り防水下地：モルタル金鏝

150 300 300 150

笠木：モルタル金鏝補修の上ウレタン系塗膜防水

竣工図

00880217
長方形

01141071
ハイライト表示

01141071
ハイライト表示

01141071
ハイライト表示
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